
【施設概要】
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（施設所管課による評価）

（施設所管課による評価）

  令和7年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 信州国際音楽村ホールこだま、生涯学習の里研修センター、音楽村公園

指定管理者名 一般財団法人　信州国際音楽村 料金制導入区分 利用料金

指定管理期間 令和6年4月1日 ～ 令和11年3月31日 ５年間

施設所管課 文化スポーツ観光部 文化政策課 担当者（内線） 田中・的場(42-3147)

設置目的
信州国際音楽村条例（平成１８年条例第８３号。以下「設置条例」という。）及び上田市都市公園条例（平成１８年条
例第２１３号。以下「公園設置条例」という。）に基づき設置された信州国際音楽村（以下「音楽村」という。）及び信
州国際音楽村公園（以下「音楽村公園」という。）の管理運営業務。

指定管理者が
行う業務内容

ホールこだま及び生涯学習の里研修センター、音楽村公園の維持管理に関する業務、
同施設の運営に関する業務（1　文化振興事業　　2　施設管理事業　3　地域振興事業
4　支援・育成事業　5　自主・提携事業）

管理業務
の状況

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

日常清掃 日常的な管内清掃 一日１回以上 通年 職員等が実施
消防設備点検 有資格者による法定点検 年１回以上 5/29 11/21 専門業者に委託

特定建物定期点検 有資格者による法定点検 ３年に1回以上 令和７年度はなし 専門業者に委託
施設保守・修繕業務 専門業者による対応 年２回以上 5/26-31, 12/19-23 専門業者に委託

職員の
配置状況

役職等（職務内容） 計画 実績

館長

電気保安点検業務 専門業者による点検 年１回以上 4/10,6/11,8/1,10/8,12/18,2/3 専門業者に委託
冷暖房設備保守点検 専門業者による点検 年１回 10/16 専門業者に委託

1 1

管理担当（正規） 1 1

補助職員 6 6

ピアノ保守点検（スタンウェイ） 専門業者による点検 年1回 1/20-30 専門技術者に委託

前年度比
ホールこだま来場者数 30,000 25,407 84.7 23,250 109.3

施設の
利用状況

利用区分等 設定目標値 R7年度実績 達成率 R6年度実績

研修センター利用者数 27,000 25,086 92.9

研修センター利用回数 950 890 93.7 810

11/28-11/30 ５５７人
こども音楽活動サポートプロジェクト ８月以降通年

109.9

25,301 99.2
ホールこだま利用回数 250 232 92.8 209 111

31人
すいせんまつり、ラベンダーまつり ４月、７月 約4,000人

156

ホールこだまの来場者数は、昨年実績を上回ったた。
コロナ禍以前と比べると、利用形態の変化（イベントの小規模化）がみられるが、指定管理者の努
力により堅調な利用となっている。

自主事業
の状況

事業・イベント名（内容） 開催日時 参加者数

開村記念事業 6/14，6/15，6/28，10/12 11,646人
こども未来音楽祭

開館日数 323 日
延べ利用者数

（Ｒ7）
50,493

一日あたり
利用者数

自主提携事業 通年 1,690人

上記イベント運営・連携に加え、夏季合宿・セミナー等における施設利用サポートを行い、
通年で利用者の利便性及び満足度を向上するサービスを提供している。



【収入・支出の状況】 （金額単位：円）※ 消費税額含む

項目
令和5年度

決算額
令和6年度

決算額
令和7年度

予算額
令和7年度

決算額
備考

指
定
管
理
者

指
定
管
理
業
務

収
入

ホールこだま利用料 4857852 4,616,970

市民コンサート等 1570500 1,731,500

受託料等（上田市）

4,000,000 4,824,315

研修センター利用料 3094830 3,390,295 4,000,000 3,166,240

1,500,000 1,997,500

支援育成事業収入等 1451428 1,467,180 2,410,000 2,872,900

計 44,049,610 44,280,945 44,985,000 45,935,955

33075000 33,075,000 33,075,000 33,075,000

清掃保守費 7683508 7,940,009 7,732,000 6,948,697

支
出

人件費 15561658 13,973,754 15,785,000 13,735,218

水道・光熱費、消耗品費 5966343 6,214,701 5,846,000

通信費、旅費交通費等 3803545 3,359,526 700,000 2,132,525

6,069,998

修繕費 1530143 1,266,949 1,142,000 2,070,133

その他 4368021 6,583,915 10,847,000 12,873,228

差引 5,136,392 4,942,091 2,933,000 2,106,156

計 38,913,218 39,338,854 42,052,000 43,829,799

16,478,840

市受託金（指定管理以外） 3287294 3,823,394 4,600,000 4,000,000

自
主
事
業

収
入

自主イベント事業収益 8805338 9,736,317 10,100,000

受取寄付金ほか 3009620 2,993,290 3,897,900

計 15,102,252 16,553,001 18,597,900 23,639,381

3,160,541

- 制作費等へ合算

17,560,557

人件費 3214108 3,765,181 3,295,000 5,918,665

宣伝広告費 4679618 1,388,900 -

差引 △ 8,622,362 △ 5,631,583 △ 2,580,860 160,159

計 23,724,614 22,184,584 21,178,760 23,479,222

支
出

製作費等 15830888 17,030,503 17,883,760

0

計 756,610 1,632,943 1,632,000 1,619,500

672,400 駐車場、都市公園

財産賃借料 406,080 947,100 947,000 947,100 自動販売機設置

行政財産使用料 297,972 685,843 685,000

雑入 52,558 0 0

歳
出

指定管理料 33,075,000 33,075,000 33,075,000 33,075,000

こども未来音楽祭負担金 0 0 1,000,000 1,000,000

計 37,548,726 38,693,726 39,161,000 39,160,726

1,199,000 330,000 330,000

開村記念上田市負担金 2,718,000 2,664,000 3,000,000 3,000,000

土地賃借料 1,755,726 1,755,726 1,756,000 1,755,726

総合計 △ 40,278,086 △ 37,750,275 △ 37,176,860 △ 35,274,911

差引 △ 36,792,116 △ 37,060,783 △ 37,529,000 △ 37,541,226

市

歳
入

（丸教 教育費）

工事請負費 0



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

○

○

○

○

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出され
ているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が行わ
れているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適切で
あるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運営に反
映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修等、適
切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、必要な
取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な対策
が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩防止
の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確であ
り、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対応

個人情報の保護・施設管理上の秘
密の保持等

○

○

○

○

個
別
事
項

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。



↓

指定
管理者

所管課 確認方法（例）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○
事業報告、
実地（目視、聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視、聞取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、例月の報告

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（目視、聞き取り）

○ ○ 決算書

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

事業計画書等に基づき、人員を過不足なく配置している（有
資格者を含む）。

日報や経理帳簿等が法令、協定に基づき保管されている。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われ
ているか。

責任者(代理するもの)が常駐している。

電気・ガス・水道・燃料は、施設の利用状況等に応じて適
切な使用量となっているか。

燃料、光熱水費の使用量は適切である。
（過去３年間と比べて大幅な増減がない）

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

使用量の推移について把握・分析をしている。

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避
難経路に障害物はないか。（※消防設備が不要な施設
は評価対象外）

日常・法定点検は法令のとおりに実施している。

第三者への業務委託は適正に行われているか 市の承認を得て再委託をしている。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

基本協定書の備品台帳１の備品が過不足なく管理されてい
る。

備品台帳２（指定管理料で購入した備品）及び備品台帳３（指
定管理者が設置した備品）が整備され、過不足なく管理され
ている。

利用者が快適に利用できる状態である。

設備・備品の保守・管理
状況

事務手続きの状況

日常・法定点検は事業計画等に基づき実施している。

上田市指定管理者モニタリング評価実地調査チェックリスト

課  長 係  長 係　員 担　当

条例、仕様書等に従い、開館日、開館時間等を遵守している。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよ
う、施設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

仕様書等に定めている回数・頻度のとおりに実施している。

施設内外の外観は清潔に保たれ、樹木等や植栽は手入れさ
れている。

評価項目 判　断　基　準 点検内容

施
設
管
理

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格
者が配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確
か。

「○」
「×」
「-」

のいずれか
を記入

一般財団法人　信州国際音楽村

文化政策課（丸子）

実地調査実施日 6月18日

施設の運営・清掃の状
況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別に取組
んでいるか

施設内の温度設定や節電、節水等、省エネに関する取組を
行っている。

廃棄物は市の基準に従い分別・処理し、リサイクルの推進等、
排出量を減らす工夫をしている。

光熱水費・環境への配
慮の状況

現金は必ず鍵のかかる金庫で保管し、金庫と鍵の管理は最小
限の職員で行っている。

財
務
状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。 収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われ
ているか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

一般管理費(間接経費)が計上されている場合、金額や根拠
が明らかで、客観的に妥当な内容である。

管理費用の執行状況は適正か

管理業務に関する経費と自主事業等その他の経費が区分さ
れている。

専用の口座、帳簿等を備えている。

市への報告書と帳簿・伝票の整合が図られている。

現金を受領した際は、必ず領収書等を発行している。

経理事務・帳票類の保
管等

施設名 信州国際音楽村ホールこだま、生涯学
習の里研修センター、音楽村公園

指定管理者名

施設所管課名

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。 収入の増加に向けた取組が行われている。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

条例、規則等に基づいた料金の徴収を行っている。

利用料金の減免は、条例、募集要項等に基づき市の承認を受
けて実施している。

収入の状況
（※無料施設は評価対
象外）

所管課確認欄

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書
等の書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適
切か。

各種書類が提出期限までに提出された。

記載事項に漏れや不備が無い。

条例と異なる開館日、開館時間等の場合は、市の承認を得て
いる。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。

避難経路の確保がなされている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕
が適切に行われているか

4



指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

個人情報保護に関する規定が整備されている。

個人情報の漏洩、紛失等の事故防止対策を講じている。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の
管理者や管理方法が明確であり、適切に管理されてい
るか。

鍵等は管理台帳を作成するなどして所在が明らかになるよ
う管理している。

鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の漏洩、紛失等の事故防
止対策を講じている。

割増率は時間外労働は2割5分、休日労働は3割5分、60時
間を超える時間外労働は5割以上となっている。
（中小企業に対する特例措置（60時間を超える時間外労働を
2割5分とできる）の廃止は2023.3.31）

タイムカードやパソコンの履歴など、客観的に確認できる方
法により、始業時刻・終業時刻を把握している。

休憩時間は労働時間に応じて法令のとおり与えられている。

受付や電話対応は、明るくはきはきとしている。

高齢者や障がい者などが施設を利用する際には、声掛けする
などの配慮をしている。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 施設の予約や利用等が公平に行われている。

利用者アンケート結果や意見等への対応内容は職員間で共
有されている。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じな
いよう、職員に対する研修等、適切な対応が行われてい
るか。

職員に対する研修内容・参加人数等は事業計画に沿ってい
る。

従業員の言葉づかい、勤務態度、服装(名札の着用含む)等の
接遇状況は適切か

個人情報の保護・施設
管理上の秘密の保持等

利用者の安全対策・緊
急時の対応

利用者サービス向上の
取組

施設利用者への対応

労働条件の明示、帳簿
類の整備等

労働条件の内容

利
用
者
サ
ー

ビ
ス

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任
保険に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象
外）

仕様書等で定めた施設賠償責任保険に加入している。

補償内容は施設や設備に応じたものとなっている。

施設管理上の秘密を管理する者や管理方法が明確である。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

安
全
対
策
・
危
機
管
理

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるととも
に、職員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられて
いるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や
苦情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整ってい
るか。

利用者アンケート等、満足度調査を実施している。

意見・苦情・要望等に迅速に対応し、対応した内容が記録され
ている。

職
員
の
労
働
条
件

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されてい
るか。

労働契約書（労働条件通知書）を作成し、本人に交付してい
る。

労働契約書（労働条件通知書）の内容は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に
整備されているか。

労働者名簿、出勤簿、賃金台帳は作成している。

就業規則が適正に整備されているか。

労働時間の管理は適正か。

所定労働時間は、法定労働時間の範囲内に定められている。

年次有給休暇は勤続年数により付与され、繰越は翌年までと
なっている。年5日の取得義務を遵守している。

賃金の管理は適正か。

最低賃金以上の額が支払われている。

賃金規程等に基づいて計算・支給がなされている。

法定休日は、週1回または4週に4日以上与えている。

時間外・休日労働時間数の算出は、1ヶ月における各々の時
間数の合計となっている。端数がある場合、30分未満は切り
捨て、それ以上は1時間に切り上げている。

36協定の限度時間を超える長時間労働を行っていない。

36協定を締結して、有効期間開始前に労働基準監督署へ届
け出ている。

パートタイマー等の短時間労働者や有期雇用労働者にも付与
している。

年休取得日の賃金は、就業規則等で定めたとおり計算されて
いる。

年休管理簿等で年休管理が行われている。

割増賃金の算定基礎賃金、計算方法は、労働時間数、賃金の
支給単位（時給・日給・月給など）等に応じたものである。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

有効期間は、1年以内となっている。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備され
るとともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれて
いるか。

災害時・防犯等のマニュアルが整備されている。

緊急時の連絡体制が整備されている。

定期的な訓練を行っている。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止
や安全確保のために必要な対策が講じられているか。

事故対応マニュアルが整備されている。

事件・事故等の発生状況と対応した内容を記録している。

日ごろから施設・設備等の状況を把握している。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施
設利用に係るサービスは適切であるか。

就業規則は法令（基準法第89条）の事項について作成し、社
内に周知している。

労働基準監督署に届け出ている。

定期的に見直し、法改正に対応した変更手続きが行われてい
る。

36協定が適正に締結されているか。
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指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

職
員
の
労
働
条
件

健康診断の記録を作成し、5年間保存している。

安全衛生の管理体制は適正か。

安全管理体制が整備されている。

法定責任者（安全管理者、衛生管理者、推進者、産業医等）を
選任している。

定期健康診断は年1回以上実施している。

社会保険・労働保険に加入しているか。

要件を満たす者は労働保険（労災保険、雇用保険）に加入して
いる。

要件を満たす者は社会保険（健康保険、厚生年金保険）に加
入している。

各種保険・安全衛生
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【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

(２)指定管理業務実施上の課題

(１)令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

・利用者との事前のコミュニケーションを密にとり、来場者が安心して施設利用出来るよう、サービス向上に取り組みました。
・利用者が安心安全に施設を利用できるよう環境整備に努めました。
・施設の清掃、管理などを行い、来場者の快適性を高める活動に取り組みました。
・利用者の状況やニーズをよく理解し、弾力的な対応が実施できるよう、利用者へのサポート事業を行いました。

・施設維持管理業務に関して光熱費の高騰に対する節電の取り組みなどこまめに行いながら、全般的な対策を行政
側との連携を密にし、施設運営に関しての課題の共有をしながら次年度へ計画を行いました。
・業務の見直しや出勤シフトの工夫により人件費の削減に努めてまいります。
・消耗品等の納入業者も選定し、経費削減に努めています

・経年劣化の顕著な個所をチェックし、小修繕を実施しながら快適性の向上に努めています
（パノラマステージひびき・公園内危険個所・施設内ベランダ他）。
・従前の地元地域住民との連携も継続しつつ、「次世代を担う若者たちが活躍する新たな場の創出」を踏まえ、地域
の若者や施設利用者と連携を図り、事業の実施や環境維持に努めました。

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・施設の経年劣化による老朽化により、修繕費が増加傾向にあります。
（パノラマステージひびき客席、ステージ裏階段、スプリンクラー、研修センターベランダ、宿泊棟、公園内設備　他）
・次世代および事業継を見据え、当該事業に適性のある人材・職員の確保と育成

・ホールこだま大会議室の床の老朽化について（床の修繕）
・研修センター備品のテーブルおよび椅子の入れ替え希望

・利用者、関係者、来場者の安全確保を第一に、利用者の声を反映した施設環境の維持・管理と、丁寧な打合せによ
るサポートをしてまいります。
・市内の他施設との協働を積極的に実施し、全市的な文化振興の機運を高める活動をおこないます。
・音楽の里づくり推進協議会や音楽村エリア協議会、まるこバラ縁の会など、地域の関係者との連携しながら、魅力
アップを図ると共に、メルシャン椀子ワイナリーやあさつゆ・鹿教湯温泉など丸子地域内の他業種施設とも連携を深
め、地域内交流の活性化に取り組みます。
・施設の現況調査を精査しながら修繕計画を作成・実施します。
・今後も本施設の運営を通じて、参加型企画の実施や部活動の地域移行支援等の実施による「文化支援拠点」、花や
季節のイベントを周辺再整備と連動した「観光拠点」、老朽化対策と計画的な改修を進めながら有事の際の「災害支
援拠点」の3つの機能を強化していきます。


	00_モニタリング評価調書（文化政策課（丸子）_信州国際音楽村）

